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技
術
士
提
案
で
補
完
者
の
役
割
を

雄副罐
一鈷
籠軒
下
水
道
３
Ｄ
化
や
水
道
災
害
対
応
紹
介

日
本
技
術
士
会
中
国
本
部

上
下
水
道
部
会

（部
会
長
＝

若
岡
信
利

。
ジ

ェ
イ
ア
ー
ル

西
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
企

画
総
務
本
部
営
業
部
営
業
推
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永罹教授     若岡部会長

平賀係長

進
室
調
査
役

〈
広
島
市
水
道

局
Ｏ
Ｂ
こ

は
さ
き
む
ろ
、

今
年
度
の
講
演
会
を
広
島
市

内
で
開
催
し
た
。
全
国
上
下

水
道
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

中
国

。
四
国
支
部
と
の
共
催

で
、
７
回
目
の
今
回
は
講
演

３
題
が
行
わ
れ
、
広
島
会
場

と
ウ

ェ
ブ
中
継
５
会
場

（
岡

山

。
津
山

。
島
根

。
近
畿

。

富
山
）
、
技
術
士
会
東
京
統

括
本
部
か
ら
の
個
人
配
信
を

含
め
て
合
計
約
■
４
０
人
が

聴
講
し
た
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

各
会
場
の
定
員
を
半
分
程
度

に
抑
え
て
実
施
。
広
島
会
場

で
は
約
３０
人
が
聴
講
し
、
若

岡
部
会
長
は

「い
ず
れ
の
講

演
も
興
味
深
く
、
示
唆
に
富

ん
だ
内
容
。
貴
重
な
知
見
を

得
て
自
己
研
鑽
を
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

永
薩
英
明

・
岡
山
大
学
学

術
研
究
院
環
境
生
命
科
学
学

域
教
授
の
基
調
講
演

「こ
れ

か
ら
の
地
方
の
水
イ
ン
フ

ラ
」
で
は
、
将
来
的
な
課
題

と
し
て
、
水
道
は
全
用
途
に

対
し
て
同
じ
水
質
基
準
、
下

水
道
は
資
源
回

収
型
や
抗
生
物

質
対
応
プ
ロ
セ

ス
ヘ
の
転
換
な

ど
を
挙
げ
、
「水

道

。
下
水
道
事

業
は
今
後
、
新

技
術
な
ど
を
提

案
す
る

『
補
完

者
』
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
そ

の
役
割
を
果
た

せ
得
る
技
術
士

へ
の
期
待
は
大

き
い
」
と
強
調
し
た
。

倉
本
喜
文

ｏ
日
本
下
水
道

事
業
団
事
業
管
理
審
議
役
兼

西
日
本
本
部
事
業
管
理
室
長

は

「日
本
下
水
道
事
業
団
に

お
け
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
ヘ

の
取
り
組
み
」
と
題
し
、
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

（
３
次
元
モ

デ
ル
化
に
よ
る
設
計
。施
工
。

維
持
管
理
の
効
率
化
）
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
モ

デ
ル
事
業
や
検
証
を
説
明
。

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
適
用

は
、
デ
ー
タ
共
有
や
指
針
な

ど
技
術

。
制
度
両
面
で
の
整

備
と
と
も
に
、
今
後
は
数
量

計
算
や
コ
ス
ト
削
減
な
ど
を

目
指
す
こ
と
が
必
要
」
と
指

摘
し
た
。

平
賀
学

。
広
島
市
水
道
局

技
術
部
設
備
課
浄
水
係
長

一

は

「広
島
市
水
道
事
業
に
お

け
る
リ
ス
ク
対
応
策
」
と
し

て
、
配
水
池
容
量
１４
時
間
分

の
確
保
や
飲
料
水
兼
用
型
耐

震
性
防
火
水
槽
の
設
置
な

ど
、
同
市
の
取
り
組
み
を
紹

介
。
平
成
２６
年
８
月
と
３０
年

７
月
の
２
度
の
豪
雨
災
害
を

踏
ま
え
、
防
水
壁
の
設
置
に

よ
る
施
設
の
浸
水
対
策
や
、

法
面
補
修
に
よ
る
土
砂
災
害

対
策
な
ど
で
、
水
道
の
よ
り

高
い
安
全
性
の
確
保
に
取
り

組
む
姿
勢
を
示
し
た
。

広島会場 では 30人が聴講
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